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2023年度 1期 入学試験

数 学

解説

問題１
(1) (a+ b+ c)(a− b− c)

= {a+ (b+ c)}{a− (b+ c)}

= a2 − (b+ c)2

= a2 − (b2 + 2bc+ c2)

= a2 − b2 − 2bc − c2．

(2)

9 4 −13

9

1

−4

−1

−4

−9

9x2 − 13x+ 4 = (9x − 4)(x − 1)．

(3) 2.5 =
√
6.25 <

√
7 <

√
9 = 3より，

3 <
√
7 +

1

2
< 3.5．

よって，
√
7 +

1

2
の整数部分は 3である．

したがって，
√
7 +

1

2
の小数部分は(√

7 +
1

2

)
− 3 =

√
7 −

5

2
．

(4) 100以上 1000以下の 3の倍数は

3 · 34，3 · 35， · · · ，3 · 333
の 300個あり，そのうち，5の倍数でもあ

るものは

3 · 5 · 7，3 · 5 · 8， · · · ，3 · 5 · 66
の 60個ある．

したがって，100以上 1000以下の 3の倍

数のうち，5の倍数ではないものの個数は

300− 60 = 240．

(5)
1

4
· (4 + 5 + 8 + 11) = 7．

(6) (5)のデータの平均値は7であるから，(5)

のデータの分散は

1

4
· {(4− 7)2 + (5− 7)2

+(8− 7)2 + (11− 7)2}

=
1

4
· (9 + 4 + 1 + 16)

=
15

2

= 7.5．

(7) 男子3人，女子4人が交互に並ぶとき，男

女の間での並び順は

女男女男女男女

となる．

この並びにおいて，男子3人の並び方は3!

通りあり，女子 4人の並び方は 4!通りある．

したがって，男子 3人，女子 4人が交互

に並ぶような並び方の総数は

3! · 4! = (3 · 2 · 1) · (4 · 3 · 2 · 1)

= 144．

(8) 1728 = 432 · 4，2160 = 432 · 5であるか
ら，1728と 2160の最小公倍数は

432 · 4 · 5 = 8640．
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問題２
(1) f(x) = 2x2 − 8x+ 9

= 2(x− 2)2 + 1

より，y = f(x)のグラフの頂点の座標は

(2，1)．

(2) y = f(x)のグラフの 0 ≦ x ≦ 3の部分は

次の図の太線部分のようになる．

O

9

2
1

3
x

y

よって，0 ≦ x ≦ 3における f(x)の最大

値は

9．

(3) 0 ≦ x ≦ aにおける f(x)の最大値をM

とする．M は次のようになる．

( i ) 0 < a ≦ 4のとき．

O

9

2
1

a 4
x

y

M = 9である．

(ii) 4 < aのとき．

O

9

2
1

a4

f(a)

x

y

M = f(a)であり，f(a) > 9である．

( i )，(ii)より，M が (2)で求めた値であ

る 9と等しくなるような aの値の範囲は

0 < a ≦ 4．

(4) (3)のM に対して，M = 3aとなるよう

な aの値を次の 2つの場合に分けて求める．

( I ) 0 < a ≦ 4のとき．

(3)の ( i )とM = 3aより，

9 = 3a．

a = 3．

これは 0 < a ≦ 4を満たす．

(II) 4 < aのとき．

(3)の (ii)とM = 3aより，

f(a) = 3a．

2a2 − 8a+ 9 = 3a．

(2a− 9)(a− 1) = 0．

4 < aであるから，

a =
9

2
．

( I )，(II)より，M = 3aとなるような aの

値は

3，
9

2
．
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問題３
(1) 三角形 ABCに対して余弦定理を用いる

と，

BC2 = 82 + 52 − 2 · 8 · 5 · cos 60◦

= 82 + 52 − 2 · 8 · 5 · 1
2

= 49．

BC > 0であるから，

BC = 7．

(2) 三角形ABCの面積を Sとすると，

S =
1

2
· 8 · 5 · sin 60◦

=
1

2
· 8 · 5 ·

√
3

2

= 10
√
3．

(3) 四角形ABDCは円に内接しているから，

∠BDC = 180◦ − ∠BAC

= 180◦ − 60◦

= 120◦．

x = BDとおくと，2BD = CDにより，

CD = 2x．

A

B C

D

60◦

5
8

7

x 2x
120◦

三角形 BCDに対して余弦定理を用いる

と，

72 = x2 + (2x)2 − 2 · x · 2x · cos 120◦．

72 = x2 + (2x)2 − 2 · x · 2x ·
(
−1

2

)
．

x2 = 7．

x = BDであるから，

BD2 = 7．

BD > 0であるから，

BD =
√
7．

(4) 三角形BCDの面積を T とすると，

T =
1

2
·
√
7 · 2

√
7 · sin 120◦

=
1

2
·
√
7 · 2

√
7 ·

√
3

2

=
7
√
3

2
．

これと (2)の Sを用いることにより，四

角形ABDCの面積は

S + T = 10
√
3 +

7
√
3

2

=
27

√
3

2
．
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問題４
以下，1回の試行において，

Pを正の向きに 1だけ動かすことを +1 ，

Pを負の向きに 1だけ動かすことを −1 ，

Pを動かさないことを 0

と表す．

(1) +1 が起こるのは，コインが 2枚とも表

の場合である．

よって， +1 が起こる確率は

1

4
．

(2) 試行を 4回行った後，Pの座標が 4であ

るのは，4回とも +1 となる場合である．

よって，試行を 4回行った後，Pの座標

が 4である確率は(1
4

)4

=
1

256
．

(3) (1)に加えて， 0 が起こる確率は

2

4
=

1

2

である．

試行を 4回行った後，Pの座標が 3であ

るのは，3回が +1 で 1回が 0 となる場

合である．

よって，試行を 4回行った後，Pの座標

が 3である確率は

4C3

(1
4

)3

· 1
2
= 4 ·

(1
4

)3

· 1
2

=
1

32
．

(4) (1)と (3)に加えて，−1 が起こる確率は

1

4

である．

試行を 4回行った後，Pの座標が 0であ

るのは，次の 3つの場合のいずれかである．

( I ) 4回とも 0 ．

(II) +1 と −1 が 1回ずつで，残り 2回が

0 ．

(III) +1 と −1 が 2回ずつ．

( I )となる確率は(1
2

)4

=
1

16
．

(II)となる確率は

4!

2!
· 1
4
· 1
4
·
(1
2

)2

=
4 · 3 · 2 · 1

2 · 1
· 1
4
· 1
4
·
(1
2

)2

=
3

16
．

(III)となる確率は

4C2

(1
4

)2(1
4

)2

=
4 · 3
2 · 1

·
(1
4

)2(1
4

)2

=
3

128
．

( I )，(II)，(III)はどの 2つも互いに排反で

あるから，試行を 4回行った後，Pの座標

が 0である確率は

1

16
+

3

16
+

3

128
=

35

128
．




